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太啓建設（株）がワンコインサポーター支援 

   
          月山総務部長から贈呈を受ける 

９月５日(木)太啓建設（株）の河合監査役・月山総務部

長、担当高地様の 3 名が来所され、ワンコインサポーター

支援金を贈呈して下さいました。 

ワンコインサポーターとは、法人会員の社員を対象にオ

イスカ国際協力活動の趣旨に賛同いただき、年に 1度、社

員一人 500円（ワンコイン）の協力をし、支援のすそ野を広

げることで、中部センターの研修をより充実させることを目

的とした今年初めての試みです。 

今回、グループ会社含め全従業員 342 名の御協力をい

ただき、計 171,000円もの寄付金をいただきました。全社員

様に御協力をいただけ、私共スタッフにとりまして大きな励

みとなりました。今後、御賛同いただける会社様を広げ、海

外研修生の増員・研修充実につなげていきたいと思いま

す。ご協力宜しくお願いいたします。    小杉裕一郎(筆) 

 

チャリティーゴルフ大会開催 
９月１１日(水)、安城推進協議会主管の下、愛知県支部主催チ

ャリティーゴルフ大会がロイヤルカントリークラブ 下山コースにて

盛大に開催されました。ラグビー国際大会の影響などで、例年よ

り一月早い開催となりましたが、長田会長を始めとする安城推進

協議会の皆様のご尽力により、150 名を超えるご参加を頂きまし

た。開催にあたり協賛を頂きました会員様、運営に携わって頂き

ました皆様へ深く感謝申し上げます。至らない点など多数あり、ご

迷惑をおかけ致しました。この反省を活かし、次回に向けても誠

心誠意取り組ませて頂きたいと感じました。 

                         小礒 雅章(筆) 

 

コ
ラ
ム 安

全
保
障
に
繋
が
る
こ
と 

 
 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
攻
撃
で
、
石
油
関
連
施

設
が
炎
上
し
ま
し
た
。
今
年
６
月
の
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
で
、
日
本
の
タ
ン
カ
ー
が
攻
撃
さ
れ
ま
し
た

が
、
犯
人
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

今
な
お
、
石
油
の
８
０
％
を
中
東
に
依
存
し

て
い
る
日
本
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
と
マ
ン
デ
ブ
海
峡

が
封
鎖
さ
れ
れ
ば
、
国
の
存
続
に
か
か
わ
る
一

大
事
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
世
界
も
大
混

乱
に
な
り
ま
す
。 

 
 

ア
メ
リ
カ
は
中
東
寄
り
の
石
油
依
存
は
下
が

っ
て
き
て
お
り
、
水
圧
破
砕
法
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
石
油
の
輸
出
国
に
転
じ
世
界

一
の
産
油
国
に
な
り
ま
し
た
。 

  

日
本
も
中
東
寄
り
の
石
油
依
存
を
抑
え
、
環

境
に
良
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
が
販
売
し
て
い
る
燃
料

電
池
自
動
車
で
す
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

と
燃
料
電
池
自
動
車
が
普
及
拡
大
す
れ
ば
、
価

格
が
下
が
り
利
用
者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
時
の
家
庭
用
電
気
の
応
急
処
置

と
し
て
発
電
で
き
れ
ば
、
好
都
合
で
す
。
世
界
に

先
駆
け
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
出
す
る
こ

と
が
、
日
本
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 

 

愛
知
県
支
部
事
務
局
長 

村
松 

明 

ロイヤルカントリー日比野社長から寄付金を頂きました 



                             

                             

                             

                             

 

家政科研修生セーハ修了式 
８月２５日(日)県議会議員の福田喜夫様を始め、豊田推協

会長の光岡保之様、他 50名の方々にご出席して頂き盛大に

セーハを送り出すことが出来ました。 

式ではホームステイなどで大変お世話になった鈴木美知

子さんに素敵な着物を着せていただき、その立ち振る舞いは

日本人のようでした。 

研修生たちもセーハのことを頼りにしており、修了式には、

遠くで技能実習をしている仲間たちも駆けつけてくれました。 

来日前にケーキやクッキーを自分で作って販売していたセー

ハは帰国後に日本で得た知識を活かし、御主人と一緒に、

マレーシアと日本のスタイルを融合したカフェを作るというア

クションプランを発表しました。 

セーハに沢山のことを教えて下さった先生方やボランティ

アの方々、オイスカ会員の皆様本当にありがとうございまし

た。 

 

 
                            中村 仁美(筆) 

「子供の森」計画親善大使が来日 
８月２８日(水)～３０日（金）の３日間の日程で、フィリピン・ミ

ャンマーから「子供の森」計画の参加校から教諭・生徒が来

日し、県内支援者を訪問しました。今回は、豊田自動織機

様、刈谷市民ボランティアセンター様、CKD 様、丹羽推進

協議会様を訪問、植林活動に参加した子供たちから活動

報告と民族舞踊が披露され、「子供の森」計画への理解を

深める機会となりました。           小杉裕一郎(筆) 

刈谷市民ボランティアセンターの皆さんと 

行
事
予
定
表 

１
０
月
予
定 

 

１
日 

国
際
協
力
の
日
の
集
い 

 

１
日 

技
能
実
習
生
入
国 

（中
王
食
肉
２
名
・白
龍
産
業
３
名
入
国
） 

 

４
日  

国
際
理
事
一
行
来
所
、
セ
ン
タ
ー
視
察 

１
０
日 

丹
羽
推
協 

高
雄
西
保
育
園
積
み
木
広
場 

１
６
日 

豊
田
東
高
校
交
流
会 

１
９
日 

黒
田
電
気
交
流
会 

２
４
日 

丹
羽
推
協 

高
雄
南
保
育
園
積
み
木
広
場 

 

３
１
日 

技
能
生
基
礎
研
修
修
了
式 

（タ
イ
シ
ン
重
機
２
名
・白
龍
産
業
３
名
、 

吉
田
畜
産
１
名
） 

１
１
月
予
定 

３
日 

石
野
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り 

４
日 

名
古
屋
南
推
協
設
立
総
会 

９
日 

碧
南
オ
イ
ス
カ
デ
ー 

（
中
山
恭
子
記
念
講
演
会
） 

１
２
日 

丹
羽
推
協 

大
口
中
保
育
園
積
み
木
広
場 

２
４
日 

豊
田
オ
イ
ス
カ
デ
ー 

 

   オイスカ友の会ＢＢＱ交流会 
８月２４日(土)、オイスカ友の会主催の国際BBQ交流会に

研修生とともに参加しました。当日は豊田市内で実習に励

んでいる技能実習生も参加し、沢山の地域の方々との交流

を深めました。研修達が技術を学ぶ為だけでなく、こういっ

た交流会の中で、様々な経験をして成長していく姿をみて

いると大変嬉しく感じます。オイスカを支えてくださっている

会員の皆様や地域の方々がいらっしゃることを、改めて有難

く感じる一日となりました。            小礒雅章(筆) 

 

 

 異文化英語コミュニケーションキャンプ

2019 年 夏！ 
今年も８月３日と４日のキャンプ、５日と６日のスペシャルキ

ャンプに子供達がオイスカに集まりました。総勢１８名で例年

より少なかったものの、いつものコンセプト「楽しい英語環境」

の中でみんな元気いっぱい弾けました！英語ゲームや海外

の料理、ダンス、歌、などなど、海外から来たオイスカの研

修生たちと一緒に忘れられない思い出を刻みました。国

境、言語、宗教を越えて心を通わす時間を、次世代の日本

を担う子供達にオイスカは提供し続けます。皆様、どしどし

ご参加下さい！                宗像ジュイエ(筆) 

  



                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

        

 

 

 

    

 ８、９月研修生の活動  芦 田  奈 々 （ 筆 ） 

白龍技能生修了式 
９月１６日(月)白龍産業株式会社で３年間の技

能実習を終えた３名の修了式を行いました。式

には 3 名の指導員をして下さった、浅埜あづさ

様にもご出席いただきました。 

式では３年間を振り返って「日本での生活は

厳しいこともありましたが、その厳しさが勉強にな

りました。」と述べていました。 

３名を指導して下さった白龍産業株式会社の

皆様、大変お世話になりました。ありがとうござい

ました。 

                  中村 仁美(筆) 

 

1か月の研修を終えたフィリピンの技能実習生 9名が、8月

9 日(金)にセンターを出発しました。これから沖縄で 3 年

間、農業の技能実習をします。 

 

8 月 11 日(日)に、研修生とスタッフで、西尾市の海

へ行ってきました。海ではみんなでバレーボールをし

ました。左から、メレ、グレゴリー、フランシス、マイヌ

ルです。 

 

 

フィジー出身のメレは、久しぶりの海を楽

しみました。フィジーの海を思い出したそ

うです。 

 

技能実習生も茶道に参加しました。

茶道で、メレが技能実習生のソットに

茶道の作法を教えています。 

 

技能実習生が書道をしました。研修で中

部センターに来ていたオイスカ専門学校

の学生も、書道を教えてくれました。 

 

 

   オイスカ四国支部常任幹事会と 

四国研修センターを視察して 

去る 8 月 7 日と 8 日にオイスカ四国支部常任幹事会と四国研修セン

ターを視察させていただきました。愛知県支部から私と長田副会長、鈴

木副会長、そして中部センターから川上さん、小礒さんの 5人で訪問しま

したが、特に四国支部の常任幹事会では会議に同席させていただき、大

変参考になりました。以下特筆すべき事案を 3 点愛知県支部と比較しな

がら報告させていただきます。 
 

1 支部常任委員会を毎月定例で開催していることに驚きました。 

愛知県支部ではこれまでは必要に応じて年 3～4回程度です。 

2 会員増強に特に力を入れ毎月入退会者の状況を推協毎に公表してい

ることに驚きでした。四国支部では現在、会員 980 名で今年度末の目

標は 1100 名ということです。ちなみに愛知県支部では現在 855 名で

10％増を必達目標にしています。 

3 四国研修センターの視察では小野所長と面談し、今後国内 3 研修セ

ンターの交流と 3 研修センターのサミットを提案しました。私は昨年西

日本研修センターを訪問し 1600 人イベントの収穫祭に参加して多くの

学びを得ましたが､3 研修センターは同じ目的で活動していますのでこ

れからは会場持ち回りで 3 研修センターサミットを開催し、オイスカの

現場での課題を議論することは大切だと考えます。 

愛知県支部会長 光岡保之(筆) 

 



                             

                             

                             

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

豊
田
市
文
化
振
興
財
団(

豊
田
市)

・有
限
会
社
都
築
仏

壇
店(

額
田
郡
幸
田
町)

・
倉
橋
靖
俊(

豊
田
市)

・ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社(

豊
田
市)

・松
石
裕
就(

名
古
屋
市)

・

オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議
会 

女
性
部(

碧
南
市)

・

吉
村
淳
子(

瀬
戸
市)

・後
藤
齊(

北
設
楽
郡
設
楽
町)

・
板

倉
小
夜
子(

豊
田
市) 

 

寄
付
金(

続
き) 

株
式
会
社 

三
菱U

F
J

銀
行
（名
古
屋
市
）
・深
谷
勝

彦
（大
府
市
）・豊
安
工
業 

株
式
会
社
（知
立
市
）・株

式
会
社 

ロ
イ
ヤ
ル
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
（
豊
田
市
）・オ
イ
ス

カ
豊
田
推
進
協
議
会
（豊
田
市
）・近
藤
將
喬
（豊
田

市
）・NP

O

法
人 

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ツ
（豊
田
市
） 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

多
々
納
文
代(

豊
田
市)

・
竹
中
造
園
土
木
株
式
会
社

(

碧
南
市) 

 

更
新
会
員
名
簿(

続
き) 

田
畑
和
紀
、
株
式
会
社 

藤
田
美
装
、
井
ノ
上
由
貴

男
、
株
式
会
社 

ア
ク
ア
テ
ッ
ク
、
株
式
会
社 

田
中
装

具
店
、
株
式
会
社 

中
日
新
聞
社
、
株
式
会
社 

ノ
リ

タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
、
中
部
電
力 

株
式
会
社
、

東
邦
ガ
ス 

株
式
会
社
、
日
本
特
殊
陶
業 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

ハ
イ
パ
ー
ブ
レ
イ
ン 

名
古
屋
南
（９
／
１
５
）
正
田
晴
一
、
槇
田
芳
久
、
内
山

愛
一
郎
、
後
藤
公
平 

日
進
長
久
手
東
郷
（４
／
６
）神
谷
重
範
、
山
口
朝
子 

丹
羽
（
３
３
／
６
６
）
株
式
会
社 

東
海
理
化
、
佐
藤
信

治
、
長
尾
彰
人
、
近
藤 

透
、
協
栄
産
業 

株
式
会
社
、

株
式
会
社 

伊
藤
機
工
商
会
、
名
古
屋
実
業 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

い
ず
み
、
江
戸 

満
、
丹
羽
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
伊
神 

幸
泰 

西
尾
（
３
３
／
４
８
）
株
式
会
社 

杉
浦
製
作
所
、
石
川

農
機 

株
式
会
社
、
杉
浦
弘
造
、
山
田
た
か
お
、
株
式

会
社 
稲
藤
商
店
、
西
尾
信
用
金
庫
、
株
式
会
社 

セ

イ
ワ
、
田
中 

脩
、
や
ま
と
旅
館
、
株
式
会
社 

ク
ロ
ノ

種
苗
、
三
周
全
工
業 

株
式
会
社
、
西
三
河
農
業
協
同

組
合
、
ア
ス
カ
工
業 

株
式
会
社
、
西
尾
市
校
長
会 

半
田
（
１
９
／
２
７
）
株
式
会
社 

東
海
塗
装
工
業
所
、

鈴
木
恒
一
、
有
限
会
社 
矢
田
化
学
工
業
、
寺
田 

諭 

碧
南
高
浜
（
４
０
／
５
９
）
黒
龍
産
業 

株
式
会
社
、
旭

鉄
工 

株
式
会
社
、
衣
浦
電
気
工
事 

株
式
会
社
、
株

式
会
社 

梶
川
建
設
、
オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議

会 

女
性
部
、
丸
八
重
整
備 

株
式
会
社
、
竹
中
造
園

土
木 

株
式
会
社
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド 

株
式
会
社
、
禰
宜
田

政
信
、
杉
浦
孝
成
、
鈴
木
宏
枝
、
株
式
会
社 
長
谷
川

設
備
工
業
、
吉
岡
初
浩
、
杉
浦
義
尚
、
鳥
居
寛
英
、
碧

南
商
工
会
議
所
、
株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
商
事
、
丸
共

通
運 

株
式
会
社
、
愛
知
県
中
央
信
用
組
合
、
小
林
晃

三
、
石
橋
建
設
興
業 

株
式
会
社
、
浅
丘
自
動
車
整
備 

株
式
会
社
、
碧
南
市
議
会
議
長
、
碧
南
市
役
所
、
白
竹

建
設 

株
式
会
社
、
武
田
税
理
士
事
務
所
、
神
谷 

悟
、

松
井
勝
彦
、
森
田
英
治
、
有
限
会
社 

井
上
建
築
設
計

室
、
株
式
会
社 

丸
三
、
山
中
従
天
医
館
、
名
倉
洋

司
、
伊
藤
正
幸
、
三
州
フ
リ
ッ
ト 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

平
岩
鉄
工
所 

み
よ
し
（
５
５
／
５
６
）
竹
谷
嘉
子
、
鈴
木
正
輝
、
佐
藤

朝
生
、
酒
井
孝
芳
、
塚
本
克
彦
、
矢
野 

淳
、
青
木
直

人 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

多
々
納
文
代(

豊
田
市
）・ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社(

豊

田
市) 

 

更
新
会
員
名
簿
（５
１
７
／
８
５
１
） 

安
城
（
４
２
／
６
９
）
宮
川
啓
子
、
上
野
幸
三
、
天
野

保
義
、
小
木
曽
昇
事
務
所
、
竹
本
和
彦
、
ヤ
ス
キ
建

設 

株
式
会
社
、
新
英
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会

社
、
あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組
合
、
杉
浦
房
市
、
安

成
工
業 

株
式
会
社
、
三
浦
電
気 

株
式
会
社
、
沓

名
正
夫
、
安
成
工
業 
株
式
会
社
、
明
治
用
水
土
地

改
良
区
、
安
城
市
長
、
株
式
会
社 

マ
キ
タ
、
碧
海
信

用
金
庫
、
ス
ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社
、
株

式
会
社 

ク
サ
カ
、
中
央
精
機 
株
式
会
社
、
安
城
商

工
会
議
所
、
株
式
会
社 

玉
井
設
計
、
株
式
会
社 

南
山
園
、
丸
中
鍛
工 

株
式
会
社
、
近
藤
正
俊
、
錦

見
健
司
、
小
野 

郁
、
杉
浦 

保
、
社
会
医
療
法
人 

財
団
新
和
会 

八
千
代
病
院
、
ア
イ
シ
ン
・エ
ィ
・ダ
ブ

リ
ュ 

株
式
会
社
、
安
城
印
刷 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

東
祥
、
株
式
会
社 

レ
ジ
デ
ン
ス
・カ
ミ
ヤ 

蒲
郡
（２
／
９
）株
式
会
社 

Ｂ.

Ａ.

Ｎ
、
株
式
会
社 

大

国
屋 

刈
谷
（
３
２
／
４
９
）
鈴
木
絹
男
、
太
田
宗
一
郎
、
知

立
神
社
、
竹
中
良
則
、
シ
マ
ツ 

株
式
会
社
、
自
由
民

主
党
参
議
院
愛
知
選
挙
区
第
五
支
部
、
加
藤
賢

次
、
株
式
会
社 

サ
ー
テ
ッ
ク
カ
リ
ヤ
、
刈
谷
商
工
会

議
所
、
株
式
会
社 

え
び
せ
ん
べ
い
の
里
、
株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所
、
角
文 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所 

成
道
会
、
神
谷
昌
宏
、
中
王
食

肉 

株
式
会
社
、
加
藤
真
治
、
刈
谷
市
役
所
、
医
療

法
人 

研
信
会
知
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
川
欽
伍
、
奥
野

機
材 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

だ
る
ま
、
株
式
会
社 

依
佐
美
、
株
式
会
社 

小
垣
江
鉄
工
所
、
株
式
会
社 

勤
労
食
、
吉
原
建
設 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

伊

藤
宝
石
店 

豊
田
（１
５
７
／
２
５
９
）佐
久
間
由
隆
、
樹
神
義
和
、

福
田
明
弘
、
鈴
木
哲
夫
、
岩
男
ひ
ろ
子
、
桜
井
ひ
で

き
後
援
会
、
河
合 

秀
、
寺
田
康
生
、
伊
藤
三
九
子
、

窪
谷
千
代
美
、
株
式
会
社 

長
坂
建
築
設
計
室
、
中

神
千
治
、
早
川
内
科
医
院
、
中
村
浩
之
、
株
式
会
社 

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
、
株
式
会
社 

道
千
、SK

's 

合
同
会
社
、
え

ぷ
ろ
ん
フ
ー
ズ 

株
式
会
社
、
高
濱
耀
圭
美
、
鈴
木 

昌 名
古
屋
（４
３
／
６
４
）
株
式
会
社 

シ
バ
タ
、
税
理
士

法
人 

タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
小
林
由
和
、 

新
入
会
員(

個
人) 

川
瀬
喜
靖
（三
重
県 

員
弁
郡
） 

錦
見
健
司
（安
城
市
） 

青
木
直
人
（
み
よ
し
市
） 

 

寄
付
品 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市)

・
三
河
ダ
イ
ハ
ツ 

株

式
会
社(

西
尾
市)

・
株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市)

・

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社(

名

古
屋
市)

・
社
会
福
祉
法
人
興
風
会(

愛
媛
県)

・
寺
本
愛

菜(

刈
谷
市)

・豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市)

・
石
川

美
津
枝(

安
城
市)

・
有
限
会
社
都
築
仏
壇
店(

額
田
郡

幸
田
町)

・松
石
裕
就(

名
古
屋
市)

・原
田
彩
衣(

名
古
屋

市)

・
前
田
臣
代(

丹
羽
郡
大
口
町)

・酒
井
良(

刈
谷
市)

・

甲
村
紘
三(

豊
田
市)

・後
藤
齊(

北
設
楽
郡
設
楽
町)

・光

岡
保
之(

豊
田
市)

・
鈴
木
康
予(

豊
田
市)

・
東
洋
金
属 

株
式
会
社(

丹
羽
郡
扶
桑
町)

・
大
橋
み
ち
子(

名
古
屋

市)

・
小
林
ひ
ろ
み(

岡
崎
市)

・酒
向
淳
治(

豊
田
市)

・
加

藤
英
行(

豊
田
市)

・
門
池
千
尋(

豊
田
市)

・
松
原
正(

和

歌
山
県
有
田
川
町)

・水
野
カ
ナ
エ(

豊
田
市)

・伊
藤
ミ
チ

子(

岡
崎
市)

・明
保
澄
雄(

岡
崎
市)

・覚
勝
寺(

豊
田
市)

・

鈴
木
哲
夫(

知
立
市)

・
市
脇
公
平(

大
府
市)

・加
藤
み
つ

子(

豊
田
市) 

 

寄
付
金 

稲
垣
鉃
夫
（豊
田
市
）・東
洋
金
属 

株
式
会
社
（丹

羽
郡
扶
桑
町
）・リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式

会
社
（大
府
市
）・株
式
会
社 

F
or N

atu
re

（名
古
屋

市
）・坂
元
正
弘
（豊
田
市
）・稲
垣
賢
治
（刈
谷
市
）・

沢
田
美
智
子
（名
古
屋
市
）・堀
井
知
幸
（西
尾
市
）・

中
根
勝
美
（岡
崎
市
）・梶
田
智
子
（豊
田
市
）・長
谷

川
幸
一
（丹
羽
郡
扶
桑
町
）・有
限
会
社
吉
田
畜
産

(

田
原
市)

・小
林
四
郎
（安
城
市
）・豊
田
汽
缶
株
式

会
社(

豊
田
市)

・愛
東
運
輸 

株
式
会
社
（刈
谷
市
）・

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー
（
み
よ
し
市
）・三
矢
耕
徳
（西

尾
市
）・都
築
一
三
（額
田
郡
幸
田
町
）
・合
同
会
社 

ひ
ふ
み
（豊
田
市
）・
マ
ツ
オ
カ
建
機 

株
式
会
社
（三

重
県
三
重
郡
）・愛
知
電
機 

株
式
会
社
（春
日
井

市
）・株
式
会
社 

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド

（名
古
屋
市
）・
中
王
食
肉 

株
式
会
社
（刈
谷
市
）・

日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
株
式
会
社
（三
重
県
四
日
市

市
）・日
本
介
護
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
（豊
田
市
）・

株
式
会
社 
道
千
（豊
田
市
）・株
式
会
社 

キ
ョ
ウ
エ

イ
フ
ァ
イ
ン
（豊
田
市
）・杉
浦
正
行
（安
城
市
）・穂
積

商
事 

株
式
会
社
（豊
田
市
）・
株
式
会
社 

山
信
商

店
（豊
田
市
）・株
式
会
社 

豊
田
エ
イ
タ
ツ
（豊
田

市
）・栄
村
志
磨
子
（豊
田
市
）・神
谷
組
工
業 

株
式

会
社
（豊
田
市
）太
啓
建
設 
株
式
会
社
（豊
田
市
）・

富
田
司
（常
滑
市
）・ 

 

更
新
会
員
名
簿(

続
き) 

セ
ン
タ
ー
（
１
２
／
４
２
）
株
式
会
社 

F
or 

N
atu

re

、
芳

賀
孝
允
、
川
瀬
喜
靖
、
有
限
会
社 

山
本
、
室 

健
夫 

三
重
（
２
３
／
２
９
）
三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト 

株
式
会
社
、
佐

藤
は
る
子
、
山
本
将
子
、
山
路 

忠
、
田
中
俊
行
、
平
井

晴
弘 

 

新
入
会
員(

法
人) 

株
式
会
社 

田
中
装
具
店
（名
古
屋
市
） 

有
限
会
社 

山
本
（蒲
郡
市
） 

 


